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研究成果の概要（和文）：病棟に退院支援リンクナース（以下リンクナース）を配置する病院が増えているが、リンク
ナースの役割が曖昧であり、リンクナースの役割を明らかにすることを目的に、ヒアリング調査を実施した。篠田（20
11）の述べるリンクナースの3つの役割に添って検討した結果、2病院（Ａ、Ｂ）ともリンクナースは①ハイリスク患者
の把握、②退院支援のモニタリングを実施していた。③退院支援部門と病棟との業務調整は、Ａ病院ではリンクナース
が、Ｂ病院ではリーダーが行っていた。2病院とも委員会活動を通して病棟看護師の教育を行っていた。3つの役割以外
に病棟看護師の教育という役割を担っていることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Organized discharge support becomes important as length of stay shortens, and it 
results in an increasing number of discharge support link nurses in hospital wards. In this study, we aim 
to clarify the role of link nurses. Study Interviews were conducted in two hospitals that have a 
discharge support department and are staffed by link nurses in each ward. The analysis was carried out 
according to the three roles of link nurses described by Shinoda (2011). The link nurses in both 
hospitals had (1) a good understanding of high-risk patients, and (2) implemented the monitoring of 
discharge support. (3) Operational coordination between the discharge support department and the wards 
was carried out by the link nurses in Hospital A and by the leaders in Hospital B. Both hospitals 
conducted ward nurse education through committee activities. The role of link nurses differed between 
hospitals. They played a role in ward nurse education in addition to the three roles.

研究分野：看護学
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１．研究開始当初の背景 
医療制度改正により在宅医療が推進され、

2008 年の診療報酬改定以降、退院支援部署
を設置し、退院支援に組織的に取り組む病院
が増加している。さらに、チーム医療の推進
により各分野でリンクナースが配置され、退
院支援についてもリンクナースが病棟に配
置されてきている。しかし退院支援リンクナ
ースに関する研究は会議録１つのみであり
退院支援リンクナースの機能・役割について
は十分な検討がなされていない。 

 
２．研究の目的 
（1）退院支援リンクナースを「退院支援部
署を設置している病院で、看護部の任命に
より病棟に配置されている病棟と退院支援
部署をつなぐ役割を担う看護師」と定義す
る。 
退院支援リンクナースの役割を明らかに
すること。 
（2）退院支援部署と病棟看護師の情報共有
のための連携ツールを作成し、その効果を検
証すること。 
（3）退院支援部署看護師と退院支援リンク
ナースがお互いに認識する役割と課題を明
らかにすること。 
 
３．研究の方法 
（1）退院支援部署を設置し、退院支援リン
クナースを病棟に配置している実績のある
施設を対象にヒアリング調査を実施し、文献
をもとに退院支援リンクナースの役割を分
析する。 
（2）１病院を対象とした介入研究。病棟を
無作為に連携ツール使用群と未使用群に分
け、介入後の病棟看護師の退院支援の実践に
ついて評価する（RCT）。 
（3）１病院の退院支援部署看護師と、退院
支援リンクナースを対象にそれぞれにグル
ープインタビューを行い質的記述的方法に
て分析する。 
 
４．研究成果 
（1）論文等で退院支援リンクナースの活動
が確認できたのは急性期病院 2 施設だった。
リンクナースの役割を篠田（2011）の述べる
3 つのリンクナースの役割に添って分析した
結果、2 病院ともリンクナースは①ハイリス
ク患者の把握、②退院支援のモニタリングを
実施していた。③退院支援部門と病棟との業
務調整は、Ａ病院ではリンクナースが、Ｂ病
院ではリーダーが行っていた。2 病院とも委
員会活動を通して病棟看護師の教育を行っ
ており、4 つ目の役割が明らかになった。2
施設とも個々の患者の退院支援を担当する
のはプライマリーナースであり、退院支援の
進捗状況の情報共有の工夫があった（図 1、2）。 
 
 
 

 

（2）一般病棟に勤務する看護職 152 名を対
象とした。病棟の特徴を考慮し一般病棟を 2
群に分けた後、無作為に介入群と対照群に割
り付け、介入群において３か月間退院支援プ
ロトコールを用いた退院支援を実施しても
らった。介入前後の質問紙の対応が可能だっ
た介入群 46 名、対照群 34 名を分析対象とし
た（図 1）。その結果、介入群は対照群に比べ
「退院支援時のコスト算定」を行い「介護支
援専門員と連携がとりやすい」と認識してい
た（表 1、2）。また、介入群 46 名のうち受け
持ち看護師は受け持ち以外の看護師に比べ
「患者家族の意向を反映した退院計画の立
案」、「退院前院内外合同カンファレンスの開
催」を実践していた（表 3）。退院支援の進捗
状況を可視化したプロトコールの活用は情
報共有の手段として有効と考えられた。 
 

 



 

 

 
 
（3）退院支援部署看護師 3 名、リンクナー
ス2名それぞれにグループインタビューを実
施した。質的記述的方法で分析した結果、連
携室ナースの逐語録からは、177 のコード
が抽出され、第一段階のカテゴリー30、第
二段階のカテゴリー11、第三段階のカテゴ
リー5 となった。第三段階のカテゴリーの
タイトルを「退院支援システム構築におけ
る連携室の役割」、「連携室の実践内容」、「連
携室が認識・期待するリンクナースの役割」、
「連携室と病棟間の情報共有における課
題」、「連携室ナースの抱える悩み」とした。
リンクナースの逐語録からは 120 のコード
が抽出され、第一段階のカテゴリー20、第
二段階のカテゴリー9、第三段階のカテゴリ

ー5 となった。第三段階のカテゴリーのタ
イトルを、「リンクナースの役割」、「スタッ
フ教育の課題」、「連携室と病棟との情報共
有・情報伝達の課題」、「連携室がしてくれ
ていること」、「退院支援に医師を巻き込む
ことの重要性」とした。さらに、両者の第
三段階のカテゴリーを統合して分析した結
果、退院支援において連携室ナースとリン
クナースが認識する役割と課題は[現在実
践している役割]、[退院支援においてお互
いの役割と認識・期待すること]、[病棟内
や病棟と連携室間の連携システムの課題]、
[院内全体の退院支援システムの課題]、[地
域との連携の課題]の 5 つのカテゴリーで
構成されていた（図 4）。現在実践している
両者の役割があり、お互いに認識・期待し
ている役割があり、より良い退院支援シス
テムに向けて両者は共に、病棟内や病棟と
連携室間の連携システムの課題、院内全体
の退院支援システムの課題があると認識し
ていた。さらに、連携室では、病院内だけ
でなく地域との連携の課題も存在すると認
識していた。これらのことから、今後、よ
り良い退院支援システムを構築していくた
めには、情報共有・伝達の課題やスタッフ
教育の課題、地域との連携の課題を両者が
協力して解決していく必要があることが示
唆された。ていく必要があることが示唆され
た。 
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